実践報告

１．対象学年

　　普通科３年生

２．実習にあたって

　　○　生徒の実態


1学年4クラス(160名)の学校です。教科「情報」は，3年生の文Ⅰコースで「ライティング」との選択教科として開講されています。昨年度までは，商業教科の「情報処理」を開講しておりましたが，本年度より新教育課程の普通教科「情報Ａ」を先取りして実施しております。コンピュータを使用する授業は，高校で初めてですが，キーボード・マウスの操作などに関するコンピュータの基本的な操作スキルを持っている生徒がほとんどです。

　　○　実習環境、使用ソフト等

　パソコン教室には，サーバー１台・生徒用４０台・教師用１台・教材作成用１台のコンピュータが，LANでつながっており，ISDN回線でインターネット接続が可能です。

３．実践内容

「情報を活用するための工夫と情報機器」の領域「情報伝達の工夫」の授業を行いました。友人を紹介する実習を「他己紹介」と称して授業展開し，プレゼンテーションの方法について学習しました。

４．実践結果と考察

プレゼンテーションソフト(Power Point)を初めて使用する生徒ばかりでしたが，アプリケーションソフトの使い方を説明した補助教材を使いながら，３枚のスライドを作成する体験をさせただけで，ほとんどの生徒は使い方を理解し，「こんなスライドにしたいんだけど，どうすればいいですか？」といった，積極的な質問を通して，思い思いのスライドを作成していました。また，相互評価は初めての体験でしたが，一人の発表者に対する評価が大きく分かれることもなく，どの生徒も客観的に評価していたようです。

５．今後の課題

「自分の友人のことだから」ということで，プレゼンテーションの内容を本人に確認せずに紹介した生徒が多く，紹介された本人から「それは違うよ」と，指摘されるプレゼンテーションが見られました。「情報の検索・収集」の単元はこの実習の後に行われるため，実習で体験したことを，以降の単元に生かす用意が必要であると思われます。

